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青森県商工会議所連合会主催の「高校生による海外エネルギー事情研修会」が昨年に引き続き
2026年1月26日（月）～2月6日（金）の日程で実施されました。世界各地で国家間の紛争や対立に
よってリスクが顕在化し、その影響が多方面に発生している状況の中で、ヨーロッパのエネルギー
施設の見学と現地高校生との交流を通して海外のエネルギー事情を学び、資源が乏しい日本における
将来のエネルギーのあり方について考えることを目的としています。1993年度に始まった本研修会
には、これまで28回にわたり合計192名の高校2年生が参加してきました。東北エネルギー懇談会
はエネルギー全般に関する情勢に応じた研修とするため運営協力を行い、視察団に同行しました
ので概要を報告いたします。

公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
青
森
県
内
の
高
校
2

年
生
6
名
は
、
2
0
2
5
年
10
月
、
青
森
県
む
つ

市
で
の
事
前
研
修
会
に
お
い
て
、
国
内
外
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
現
状
と
課
題
を
学
び
、
ま
た
、
東
北
電

力
東
通
原
子
力
発
電
所
と
日
本
原
燃
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
施
設
を
見
学
し
、
研
修
先
で
の
施
設
見
学

や
人
物
交
流
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

年
が
明
け
た
1
月
に
は
青
森
市
に
お
い
て
2
回
目

の
研
修
を
行
い
、「
英
語
に
よ
る
自
己
紹
介
」「
地
元

青
森
の
紹
介
」「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
課

題
」の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
ら
発
表
で
き

る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
練
習
を
重

ね
ま
し
た
。

1
月
26
日
、一
行
は
東
京
へ
向
か
い
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
大
使
館
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
で
は
Ｓ
Ｋ
Ｂ

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
核
燃
料
・
廃
棄
物
管
理
会
社
）日

本
事
務
所
の
竜
氏
か
ら
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
大
使

館
で
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
原
子
力
参
事

官
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
、
視
察
研
修
へ
の

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

パリ

ストックホルムストックホルム

フォルシュマルク原子力発電所
フォルシュマルク中・低レベル
放射性廃棄物貯蔵施設

フォルシュマルク・
ヴァッテンフォール高校

シェルブール・
グリニャール高校

ラ・アーグ再処理施設

海
外
研
修
ス
タ
ー
ト
は

　
大
使
館
へ
の
表
敬
訪
問

エネルギーの現状と課題に
ついて学ぶ

日本原燃ＰＲ館見学プレゼンテーションの練習
関係者からアドバイスを受
ける

海外高校での発表の打ち
合わせ

大 使 館 内でＳＫB の 竜 氏 からレク
チャーを受ける

フランス大使館フロアでベルナール
原子力参事官と記念撮影

スウェーデンのヴァッテンフォール高校での記念撮影

10
14

10
15

1
8

青森県の高校２年生６名（訪問当時）
フランス、スウェーデン
2026年1月26日（月）～ 2月6日（金）11泊12日
青森商工会議所中小企業振興部経営支援課主幹（訪問当時）
村田 麻奈美 氏
青森工業高等学校教諭　小山内 好子 氏（訪問当時）
青森県商工会議所連合会
青森県、青森県教育委員会

（株）東奥日報社、（株）デーリー東北新聞社、（株）陸奥新報社
青森放送（株）、（株）青森テレビ、青森朝日放送（株）

新発見 ～未来きりひらくエネルギー～
よく見て、聞いて、ディスカッションを通じて

多様な視点（海外独特の異文化、エネルギー、土地柄）を発見し、視野を広げよう
※参加高校生6名が相談して決めた研修期間中のスローガン

／
／
／
／

／
／
／

研修参加者
訪 問 国
実 施 時 期
団 長

引 率 教 諭
主 催
後 援

概要

第28回 青森県の高校生による海外エネルギー事情研修会
報 告

20252025

事
前
研
修
会
で

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
学
ぶ

青
森
か
ら
東
京
へ
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
を
表
敬
訪
問

世
界
遺
産
「
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」

見
学
。
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
へ

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
見
学
。
パ
リ
か
ら
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ

ヴ
ァ
ッ
テ
ン
フ
ォ
ー
ル
高
校
の
生
徒
と
交

流
会

ウ
プ
サ
ラ
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
帰
国
の
途
へ

シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
か
ら
ラ
・
ア
ー
グ
へ
。

オ
ラ
ノ
社
の
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
施
設

見
学

シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
か
ら
パ
リ
へ
。
世
界
遺

産
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
」、
パ
リ
市
内

見
学

環
境
モ
デ
ル
地
区
ロ
イ
ヤ
ル
シ
ー
ポ
ー

ト
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
見
学
、
ウ

プ
サ
ラ
へ

フ
ォ
ル
シ
ュ
マ
ル
ク
原
子
力
発
電
所

（
P
R
施
設
）、フ
ォ
ル
シ
ュ
マ
ル
ク
中
・
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
施
設
見
学

羽
田
か
ら
パ
リ
、
カ
ー
ン
へ

羽
田
着
、
青
森
へ

グ
リ
ニ
ャ
ー
ル
高
校
の
生
徒
と
交
流
会

海外研修の主な日程

26日27日28日29日30日31日1日2日3日

2月 1月

4日5日6日

1
6

20262026
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特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
施
設
内
で
働
い
て
い

る
人
た
ち
の
元
気
で
明
る
い
様
子
で
す
。
仕
事

に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

1
月
29
日
は
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
近
郊
コ
タ
ン
タ

ン
半
島
に
あ
る
オ
ラ
ノ
社
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。
1
9
7
6
年
か
ら
稼
働

し
て
い
る
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
施
設
は
青
森
県

六
ヶ
所
村
の
日
本
原
燃
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
施
設
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
技
術
指
導
や
運
転
員
研
修
に
関
す
る
人
的

交
流
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
学

時
も
日
本
原
燃
か
ら
の
研
修
員
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
格
稼
働
し
て
い
る
施

設
と
い
う
こ
と
で
、
や
や
緊
張
し
た
中
で
白
い

防
護
服
に
着
替
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
を
じ
っ

く
り
見
学
し
再

処
理
施
設
に
つ

い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

1
月
28
日
、
い
よ
い
よ
現
地
で
の
研
修
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
カ
ー
ン
を
出
発
す
る
前
に
、
当
日

の
予
定
と
注
意
事
項
を
確
認
。
そ
の
後
、
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
ー
地
方
の
港
町
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に
向
か
う

途
中
、
世
界
遺
産
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ

の
時
期
で
は
珍
し
い

雲
一
つ
な
い
青
空
の

下
、
憧
れ
の
世
界
遺

産
を
堪
能
し
一
気
に

ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が

り
ま
し
た
。

モン・サン・ミッシェル名物の
オムレツを堪能！

日本原燃からの研修員と一緒に記念撮影

会議室で説明を受けて
いる様子

オラノ社　ラ・アーグ再処理施設
1976年運転開始。フランスはもとより、ドイツ、日本など主要10カ国から使用済核燃料を受け入れ再処理している。
使用済燃料の再処理可能な約96％（ウラン95％、プルトニウム1％）の物質をリサイクルし、原子炉用の混合酸化物
燃料（MOX）などの新しい燃料を製造することができる

厳かな修道院で歴史を学ぶ

出発前と到着後は打ち合わせが日課晴天の下、モン・サン・ミッシェルをバックに記念撮影

ラ・アーグ再処理施設を見学

使用済み燃料を扱うマニュピュレーターについて説明を受ける

世
界
遺
産

「
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」に
感
動
！

フ
ラ
ン
ス

ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
施
設
を
見
学

（オラノ社提供）

1
月
27
日
午
前
、
羽
田
空
港
を
出
発
。
ロ
シ

ア
上
空
を
避
け
、
北
極
圏
を
通
る
ル
ー
ト
で
パ
リ

の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
空
港
ま
で
お
よ
そ

15
時
間
、
無
事
入

国
審
査
を
終
え
、

続
い
て
バ
ス
で
3

時
間
移
動
し
、
最

初
の
宿
泊
地
フ
ラ

ン
ス
の
カ
ー
ン
へ

到
着
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
フ
ラ
ン
ス
へ

出発前、自分たちが乗る飛行機の前で

機内の様子
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校門前で日本語を学ぶ６０人がお出迎え

1
月
31
日
、
3
泊
し
た
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
ホ
テ

ル
か
ら
パ
リ
に
バ
ス
で
移
動
し
ま
し
た
。
途
中

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
を
見
学
、
そ
し
て
パ
リ
市
内

を
車
窓
で
見
学
後
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま

し
た
。

2
月
1
日
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
見
学
か
ら

ス
タ
ー
ト
、
展
示
品
の
数
の
多
さ
と
大
き
さ
に

1
月
30
日
に
は
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に
あ
る
グ
リ

ニ
ャ
ー
ル
高
校
生
と
交
流
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
か

ら
お
よ
そ
徒
歩
20
分
で
学
校
に
到
着
。
全
校
生
徒

6
0
0
人
の
中
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
60
人

か
ら
校
門
前
で
盛
大
な
出
迎
え
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所
を
移
し

て
歓
迎
の
お
茶
会
。
そ
し
て
意
見
交

換
会
が
ス
タ
ー
ト
。
練
習
し
て
き
た

英
語
で
一
人
ひ
と
り
が
自
己
紹
介
、

そ
し
て
2
人
ず
つ
3
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
青
森
の
紹
介
と
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

グ
リ
ニ
ャ
ー
ル
高
校
側
か
ら
も
地
元

の
紹
介
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ェ
ル
ブ
ー

ル
は
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
施
設
や
フ

ラ
マ
ン
ビ
ル
原
子
力
発
電
所
に
近
く
、

現
地
の
生
徒
の
半
数
程
度
の
親
族
が

そ
れ
ら
に
関
連
し
た
施
設
で
働
い
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
知
識
が
豊
富
で
関
心
が
高

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
公
認
通
訳
ガ
イ

ド
小
林
さ
ん
の「
こ
れ
だ
け
は
！
」と
い
う
展
示

品
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
て
、
次
な
る

訪
問
地
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
向
か
い
ま
し
た
。

2
月
2
日
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
庁
舎
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
旧
市

街
、
ヴ
ァ
ー
サ
号
博
物
館
を
見
学
し
た
後
、
外
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
８
℃
の
中
、
環
境
モ
デ
ル
地
区

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ー
ポ
ー
ト
の
街
を
徒
歩
で
見
学
し
ま

し
た
。
特
に
、
資
源
循
環
型
の
都
市
シ
ス
テ
ム
に

は
大
き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
駄
菓
子
や
け

ん
玉
、
習
字
な
ど
の
日
本
文
化
の
交
流
が
行
わ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夕

食
会
場
ま
で
は
市
内
を
徒
歩
で
案
内
し
て
も
ら

い
、
最
後
は
和
や
か
な
デ
ィ
ナ
ー
で
１
日
を
終

え
ま
し
た
。講堂でお互いの発表と意見交換

ルーブル美術館をバックに

ヴェルサイユ宮殿 鏡の間

エッフェル塔前

文化交流の様子

ノーベル賞の晩餐会が行われる市庁
舎のホール

まずは“おもてなしタイム”

ディナー後の記念撮影極寒の中、ロイヤルシーポートのゴミ処理システムを見学

ヴァーサ号博物館　
１７世紀の木造戦
艦の迫力に圧倒さ
れました

王宮前での衛兵交代式

毎年12月10日にノーベル賞授賞式が行われるストックホルム・コンサートホール
のステージ

ロイヤルシーポート
の都市システムの
説明を聞いている
様子

グ
リ
ニ
ャ
ー
ル
高
校
生
と
の
交
流

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
感
動
！

そ
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
観
光
、

　
環
境
モ
デ
ル
地
区

　
　
ロ
イ
ヤ
ル
シ
ー
ポ
ー
ト
見
学
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験
し
た
り
、
敷
地
内

の
建
物
や
寮
を
案
内

し
て
も
ら
い
、
現
地

の
高
校
生
活
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、文
化
交

流
で
す
。
日
本
の
駄

菓
子
の
食
べ
比
べ
や
折
り
紙
、
習

字
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
も
自
分
の
名
前
を
漢

字
に
す
る
習
字
は
人
気
で
し
た
。

ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
で
も
交
流
が

広
が
り
、
互
い
に
理
解
を
深
め
た

最
終
日
と
な
り
ま
し
た
。

2
月
24
日
に
は
青
森
県
庁
に
宮
下
宗
一
郎
知

事
を
訪
ね
、
今
回
の
海
外
研
修
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
研
修
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
対
す
る
現
地
高
校
生
の
知
識
と
関

心
の
高
さ
に
驚
い
た
。
日
本
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
の
充
実
が
必
要
と
感
じ
た
」「
青
森
県
で
も

原
子
力
施
設
が
あ
る
の
で（
次
世
代
層
向
け
に
）

見
学
会
を
す
べ
き
」と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
報
告
を
受
け
た
宮
下
知
事
か
ら
は
、「
今

後
の
日
本
が
豊
か
に
成
長
し
続
け
て
い
く
た
め

に
は
最
善
の
電
力
供
給
の
あ
り
方
を
常
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
研
修
が
そ
の

基
礎
と
な
る
学
び
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

今
後
の
学
校
生
活
や
人
生
を
送
る
上
で
貴
重
な

素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」と
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
記
念
撮
影
を

行
い
報
告
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
森
商
工
会
議
所
に
移
動
し
、
研

修
に
参
加
し
た
学
生
や
同
行
者
そ
れ
ぞ
れ
が
今

回
の
研
修
全
般
に
関
し
て
コ
メ
ン
ト
し
、
研
修

会
す
べ
て
の

日
程
を
終
了
。

最
後
に
研
修

団
一
行
で
成
功
を
祝
っ
て
、「
研
修
万
歳
」を
行

い
、
次
回
の
研
修
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
し
た
。

参
加
高
校
生
全
員
が
初
め
て
の
海
外
渡
航
、

し
か
も
12
日
間
と
い
う
こ
と
で
期
待
と
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
五
感
で
外
国
を
堪
能
し
た
こ
と
、

現
地
施
設
の
見
学
や
同
年
代
の
高
校
生
と
交
流
で

き
た
こ
と
で
日
本
に
暮
ら
す
自
分
た
ち
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
が
乏
し
い
日
本
に
お
い
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
青

森
県
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
望
ま

し
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
郷

土
に
対
す
る
誇
り
と
自
信
に
つ
な
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
次
世
代
を
担
う
若

者
た
ち
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
適
切

に
判
断
し
、
来
た
る
べ
き
未
来
を
き
り
ひ
ら
い
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
常
務
理
事　
田
口 

正
信
）

2
月
4
日
、
今
回
の
研
修
の
最
後
と
な
る

ヴ
ァ
ッ
テ
ン
フ
ォ
ー
ル
高
校
生
と
の
交
流
で
す
。

同
校
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が
1
0
0
％
出
資

す
る
大
手
国
有
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
ヴ
ァ
ッ
テ
ン

フ
ォ
ー
ル
社
の
系
列
の
高
校
で
す
。

学
校
到
着
後
、
歓
迎
を
受
け
た
後
、
教
室
に

入
り
、
学
校
内
で
選
抜
さ
れ
た
12
人
と
交
流
を

ス
タ
ー
ト
。
グ
リ
ニ
ャ
ー
ル
高
校
と
同
様
に
、
自

己
紹
介
、
青
森
の
紹
介
と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
ッ

テ
ン
フ
ォ
ー
ル
高
校
側
の
発
表
を
受
け
た
後
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
f
i
c
a（
フ
ィ
ー
カ
）と
呼
ば
れ
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
伝
統
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
体

エネルギー問題について意見交換

現地の広報スタッフから貯蔵施設の説明を聞く

フォルシュマルク原子力発電所をバックに

知事と記念撮影

知事への報告の様子

座談会でそれぞれからコメント

最後に全員で「研修万歳」

通訳を介さずのランチタイム 最終日、ホテル出発前に気合いを入れている様子

ホテルに戻って発表の最終確認

原子力発電所PR館にて説明を聞く

高校敷地内を見学

（
PR2

月
3
日
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
16
℃
と
い
う

極
寒
の
中
、S
K
B
広
報
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
フ
ォ

ル
シ
ュ
マ
ル
ク
原
子
力
発
電
所
構
内
に
あ
る

中
・
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
貯
蔵
施
設
の
概
要
説

明
を
受
け
た
後
、
構
内
を

見
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ウ
プ
サ
ラ
の
ホ
テ
ル

に
戻
り
、
研
修
の
締
め
く

く
り
と
な
る
ヴ
ァ
ッ
テ
ン

フ
ォ
ー
ル
高
校
と
の
交
流

に
向
け
た
最
後
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

駄菓子で文化交流

フ
ォ
ル
シ
ュ
マ
ル
ク
放
射
性
廃
棄
物

貯
蔵
施
設
、
原
子
力
発
電
所（
Ｐ
R
館
）

ヴ
ァ
ッ
テ
ン
フ
ォ
ー
ル
高
校
と
の
交
流

あ
と
が
き

青
森
県
宮
下
知
事
へ
の
表
敬
訪
問
と

　
研
修
を
振
り
返
っ
て
の
座
談
会

フォルシュマルク中・低レベル放射性廃棄物貯蔵施設
スウェーデンの首都ストックホルムの北方120kmにあるフォ
ルシュマルク原子力発電所の3kmの沖合海底に位置する

（SKB社提供）

研
修
の
詳
し
い
内
容
は

こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

次ページに参加高校生の声
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今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
私
は
自
分
の
成
長
を
実
感

し
ま
し
た
。
私
の
目
標
の
一
つ
に「
自
分
の
考
え
を
伝

え
る
こ
と
」と「
時
間
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
」が

あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
自
分
の
弱
点
だ
と
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
相
手
か
ら
受
け
た
質
問
に
対
し
て
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
状
況
を
考
え
、
常
に
早
め
に
行
動
す

る
こ
と
を
意
識
し
、
急
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
落
ち
着
い

て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
成
長
を
実
感
し
た

中
で
も
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
1
回
目
の
交
流
会
で
の
反
省
点
を

踏
ま
え
、
２
回
目
の
交
流
会
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
話
す
回
数
も
笑
顔
も
自
然
に
増

え
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
か
ら
、
目
標
は
一
つ
一
つ
コ
ツ
コ
ツ
と

努
力
す
る
こ
と
で
達
成
で
き
る
も
の
だ
と
あ
ら
た
め
て

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
研
修
会
で
得
た
成
果
を
自

分
の
強
み
と
し
て
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
高
校
生
に
よ
る
海
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
研
修

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、

現
地
高
校
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
文
化
や
考
え
方
の
違

い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
つ
い
て
自
分

か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
研
修
を
通
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
分
の
と
て

も
身
近
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校

を
訪
問
し
て
驚
い
た
の
は
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
強
く
関
心
を
持
っ
て
い
る
点
で

し
た
。
学
校
の
活
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
た

り
、
原
子
力
関
係
施
設
に
訪
問
す
る
機
会
が
あ
る
た

め
、
興
味
を
持
っ
た
と
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
多
く
の
人
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
正
し
い
情
報
を
伝
え
て
自
分
で
考

え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。
私

も
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
周
り
の
友
達
、
家
族

に
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
広
め

て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
こ
の
研
修
会
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
や
原
子
力
に
対
す
る
考
え
方
を
学
び
、
意
見
交
換

に
よ
っ
て
自
分
の
意
見
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
現
地
で
の
滞
在
か
ら
、
異
な
る
文
化
に
触

れ
、
異
な
る
価
値
観
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
校
生
と
の
交
流
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
文
化
の
こ
と
で
会
話
が
盛

り
上
が
り
、
友
達
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

英
語
で
伝
え
き
れ
な
い
と
こ
ろ
は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

な
ど
を
駆
使
し
て
な
ん
と
か
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
語
彙
力
が
足
り
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
英

語
の
勉
強
を
も
っ
と
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

将
来
は
原
子
力
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の
研
修
会
は
と
て
も
楽
し

く
、
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
こ
の
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
の
研

修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
に
生
か
せ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
を
現
地
で
学
び
、
日
本
と
の
違
い
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
発
前
に
立
て
て
い
た

「
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と「
エ
ネ
ル
ギ
ー

理
解
を
深
め
る
」と
い
う
目
標
は
、
概
ね
達
成
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

現
地
高
校
生
と
の
交
流
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
考

え
を
英
語
で
伝
え
る
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
多
様
な

意
見
に
触
れ
る
中
で
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
考
え
が

変
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
理
解
も
深
ま
り
ま
し

た
。1

回
目
の
交
流
で
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
回
目
の
交
流
で

は
自
分
か
ら
現
地
の
人
々
の
輪
に
飛
び
込
む
こ
と
が
で

き
、
少
し
積
極
性
が
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
生
活

面
で
は
現
地
の
価
値
観
や
日
常
に
触
れ
、
そ
の
良
さ
を

感
じ
る
一
方
で
、
自
国
の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す

る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま
し
た
。

花
はな

田
だ

 なゆかさん

青森県立
弘前中央高等学校

私
は
今
回
の
研
修
に
参
加
す
る
上
で
、
目
標
と
し
て

い
た
の
は
原
子
力
に
対
す
る
日
本
と
海
外
の
人
た
ち
の

意
見
の
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
で
し
た
。

主
に
高
校
生
と
の
交
流
を
し
て
い
く
上
で
、
た
く
さ

ん
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
交

流
で
す
。
現
地
の
高
校
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
原
子
力
に

頼
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
意
見
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
日
本
の
原
子
力
政
策
に
対
し
て
は
正
し

い
情
報
を
国
民
に
積
極
的
に
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
、
と

い
っ
た
意
見
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

原
子
力
が
最
も
良
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
た
高
校
生
が

多
く
、
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
じ
て
感
じ
た
の
は
、
両
国
と

も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
発
電
所
の
見
学
を
行
っ
た
り
、
家
に
原
子
力
に
関
す

る
広
報
誌
が
配
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
で
、
原
子
力
に
関
す
る
正
し
い
情
報

を
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
意
見
の
違
い
を
見
つ
け
、
未

来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
対
し
て
も
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

坪
つぼ

 紗
さ

衣
え

来
ら

さん

青森県立
田名部高等学校

古
こ

川
がわ

 雷
らい

音
ど

さん

青森県立
五所川原工科
高等学校　

堀
ほり

 翔
しょう

一
いち

朗
ろう

さん

青森県立
青森工業高等学校

三
さん

戸
のへ

 瞳
ひとみ

さん

八戸聖ウルスラ
学院高等学校

研
修
前
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
い
て
い
る
だ
け
で
し
た
が
、
研
修
で
世
界
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
や
原
子
力
の
可
能
性
、
多
様

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
現
実
的
な
意
見
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
核
燃
料
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
こ
と
、
日

本
は
地
熱
発
電
に
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
こ
と
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
訳
は
各
国
の
自
然
環
境
に

よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
な
ど
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
英
語
の
教
育
の

遅
れ
も
実
感
で
き
ま
し
た
。
海
外
の
高
校
生
と
う
ま

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、「
好
き
な
曲
を

5
曲
以
上
聞
く
」と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
ず
悔
し
い

の
で
、
こ
れ
か
ら
外
国
人
や
初
対
面
の
人
と
会
話
し

協
力
す
る
能
力
を
鍛
え
た
い
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
異
文
化
に
つ
い
て
直
に
学
べ
る
ま

た
と
な
い
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 大

おお

野
の

 陽
はる

香
か

さん

青森県立
八戸高等学校


